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もよいかもしれません。入学させた学生

を4月から 7月まで大学で勉強させてみ

て、成績の悪かった者をキックアウト、

つまり放り出すというシステムです。大

学での授業は必死にやらねばならないが、

入学は簡単。こういったシステムになれ

ば、それだけで入学試験はなくなり、さ

らに高校の教育から中学の教育までがガ

ラッと変わるでしょう。

ーーさき後の大学の課題は。

今の大学は個性を失っているように感

じます。それは、大学側が学生を選択す

るシステムであるため、個性的である必

要がないからです。このシステムを支え

ているのが偏差値制度です。学生は行き

たい大学に合格できなくても、次善の策

でその下のランクの大学に行ければいい

と考える風潮にあります。こうした順送

りのシステムによって、どんな大学にも

必ず学生が来てくれます。大学にとって

こんなに都合のいいシステムはありませ

んが、社会的にこれほど愚かなシステム

もありません。

大学が個性的であるためには、学生が

逆に大学を自由に選択するシステムでな

ければなりません。そのためには偏差値

をなくし、入学試験をなくすことです。

それにより、学生側ヵ=ら選ばれなかった

大学は潰れます。潰れたくなければ、教

育・研究のパフォーマンスを上げ、他の

大学と差をつけなくてはならず、結果と

して個性化になるのです。

少子化の時代を迎え、今後、大学は淘

汰の時代に入ります。さらに、もし日本

の大学と外国の大学が同じ設置基準にな

れば、日本の大学は直ちに世界中の大学

と対等の競争関係に入ります。外国の大

学がもっと日本に進出するようになれば、

日本の大学もその存亡をかけ、真剣に改

革に取り組むのではないでしょうか。
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に役に立つための専門的力量を、自分の

適性を考えつつ身につける場です。です

から、高校から大学へのモラルの切り替

えが必要なのです。

それには、高校卒業から大学入学まで

時間をおくのもー案です。もちろん、高

校を卒業してすぐに大学に入っても構わ

ないと思います。ただ、高校を卒業して

一度就職してからとか、一度大学を卒業

したが新たに専門を変えてとか、退職し

たのでもう一度勉強しようと思ってとか、

いろいろな年代、いろいろな境遇、いろ

いろな国の人々が来るというのが大学の

あるべき姿だと思います。

一一大学を改善するためには。

入学試験を改めることです。今の入学

試験は、その大学にいることの意義と取

り違えられています。偏差値がいくつで、

このレベルの問題ができればこの大学に

いられる、いて当然と思う、それがおか

しいのです。大学は今までのような入学

試験をなくして、どんどん学生を入学さ

せてしまえばいいのです。その代わり卒

業するには、もっと厳しい条件にすべき

ですね。

ただし、教育や研究のレベルを下げる

わけにはいかないので、代わりにアメリ

カのTOEFL等のような入学資格試験

という制度を設けます。この試験は、今

の日本の入試のように各大学が窓意的に

課すものとは異なり、全ての大学の共通

試験であるため、一つ受けておけば、ど

の大学の資格にも使えるのです。この制

度を導入すれば、大学側の入試に対する

コストもかからないし、学生も l回受け

ればいいので、安く済みます。

今の入試は、大学ごとに別々で、高校

の内容をはるかに超えた問題を出すため、

高校の授業に対する評価にはなっていま

せん。むしろ予備校の授業に対する評価

になってしまっている。ところが、入学

資格試験は、あくまで高校で学ぶべき内

容に対する試験であるため、試験の点数

が高校の先生自身の教育に対する評価と

なり、授業にも熱心になり、高校の活性

化にもつながります。

アメリカのようなキックアウトの制度

一一高校生についてはいかがですか。

高校生の中でも、女子高生に関心が集

中しているように見えるのは、やはり日

本の社会で、まだ男女に対する期待が違

うことのあらわれです。

男性には、勉強しろとか大学に行けと

いった期待と圧力があります。男性は普

通それに応えようと思うので、青年期の

かなりの時間とエネルギーが受験に使わ

れます。女性には、そういった期待や圧

力が少ない。

これは親の態度に原因があります。女

の子は可愛ければいいとか、気立てさえ

よければいいといったことを考えている

親がまだたくさんいるのです。子どもは

自分がどうあるべきかを自分自身で見つ

けるまでは、他人にどう思われるかを基

準にせざるを得ません。ですから、この

ように親に期待された子どもは社会生活

で、具体的に何をしていいのかわかりま

せん。可愛くなくてはいけないと、過剰

なダイエツトで拒食症になってしまった

り、締麗に見せる小道具としてのプラン

ド品目当ての行動に走ったりするのです。

つまり、彼女達の問題は、めぐりめぐっ

て親の問題なのです。

一一大学生についてはいかがでしょう。

大学に進学するのに、理由があること

が大切です。大学とは全てを主体的に学

ぶ場所ですから、主体的に学ぶ意志がな

ければ大学にいる意味がなくなります。

まわりも行くのでとか、親が行けと言う

のでとか、この辺の偏差値ならちょうど

いいからとかいった理由で大学に来るな

ら、目標を見失うのは当然です。

ではなぜ、主体的意志がないにもかか

わらず、大学へ進もうとするのでしょう

か。それは、日本人が、高校と大学は連

続していると錯覚していて、大学の「高

校化Jが起きているからです。

本来、大学は高校教育までとは切り離

して考えた方がいいのです。高校までは

普通教育が主ですから、みんなと同じこ

とをしていればいいのですが、大学は専

門教育ですから、みんなと同じことをし

ているわけにはいきません。ここが根本

的に違うのです。大学とは、将来の職業

ねません。

一ーさきの学校のクラスの在り方について。

何もクラスを「村jにしてしまうこと

はないのです。いじめ対策として実現可

能なのは、学校の選択制とクラスの選択

制です。いろいろと問題が起こり始める

小学校3年生頃からは、クラス担任制を

やめて教科担任制にすればいいと思いま

す。各教科の先生が教室を持ち(ゾーン

ディフェ ンス)、子ども達がそこへ移動

して授業を受ければいいでしょう。先生

の負担軽減になりますし、子ども達にと

っても、いつも一緒にいる子が違うこと

で、自分がそのクラスにいることに対し

て理由を持つことができます。

また、選択科目を増やすべきでしょう。

面白い授業をアラカルトに選択できるよ

うな工夫をすればいいと思います。教科

担任制なら、先生に少し余裕ができます

から、そういったオプションの授業がで

きます。例えばカメラの上手な先生は、

カメラを教えればいいのです。

一一個性や創造性の育成については。

個性や創造性を育成したいのなら、ま

ずはじめに最低限の規律を守らせる。そ

して、暗記の勉強をさせることです。こ

れらは一見、逆の効果を生みそうですが、

まずは個人差や学力差以前の最低限の基

礎部分を身に付けた後で、そこから先は

各個人の自由であるということが分かる

のです。自由は、制限がないと実感でき

ないものなのです。そして、その自由の

中でこそ、個性や創造性が存分に発揮で

きます。

勉強について言えば、今は指導要領が

細かすぎるのではないでしょうか。 1年

間のうち 4ヵ月ぐらいでマスターできて

しまう事柄を最低履修条件にし、残りの

時間は、子どもがめいめいの個性に応じ

て自ら課題を見つけ、学習するようにす

ればいいでしょう。みんなが違うことを

していますから、誰かとの比較ではなく

なり、嫉妬という問題が起こりにくくな

ります。ただし、一人ひとりの達成度に

ついては、きちんとチェ ックしなくては

なりません。
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仲良く」と学校からは言われます。これ

ではいじめを受ける子にとって逃げ場が

ありません。いじめによる自殺とは、こ

ういうロジックになっているのではない

でしょうか。

一一対策についてはいかがですか。

学区制を緩め、自由に学校を選択でき

るようにすることです。最近、いじめが

ひどい場合、転校できるようになりまし

たが、転校すると 「あの子はいじめられ

たな」と一目瞭然なので逆に社会的制裁

になってしまい、これでは意味がありま

せん。学区制を変えれば、転校も簡単に

でき、誰も不自然に思いません。

それから、大検みたいな高検とか、中

学卒業検定試験みたいな制度があれば、

たとえ不登校の生徒であっても中学の学

力があることを証明できるので、高校に

進むことができます。

また最近、中高一貫教育が話題になっ

ていますが、いじめ問題の視点からはあ

まり賛成できません。中高一貫の結果と

して、いじめが高校3年まで続くことに

なりそうです。今は高校を辞めることは

できますが、義務化すればいじめに遭っ

ても辞められなくなるので、いじめによ

る自殺年齢を引き上げることにもなりか
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一一中学生のいじめや自殺の原因をどう

お考えですか。

いじめが起こる原因は、学校教育の在

り方にも問題があると思います。普のヨ

ーロツパだったら、貴族の子どもしか勉

強しませんでしたし、彼らは人数が少な

かったので家庭教師による教育を受けて

いました。ですから、いじめようにも同

級生がいません。ところが学校のように

子どもが大勢いる場は、何か不満を持っ

ている子どもにとって、身近にいる誰か

をいじめることでそれを発散するきっか

けとなります。

また、自殺をしてしまうのは、学校を

休めないという社会の通念があるからで

はないでしょうか。いじめられた場合、

どうしても勉強をしたいので歯を喰いし

ばって学校に行こうと思うか、それとも

こんないじめっ子がいるのなら学校を辞

めてしまおうと思うか、二つに一つで、

自殺をする必要などありません。

いじめによる自殺が多いのは中学生ま

ででしょう。それは義務教育なので、学

校を辞められないからです。親も子ども

に中学校くらいは卒業してほしいと期待

し、プレッ シャーを与えます。また、い

じめっ子とケ ンカができればいいのです

が、 「ケンカはしてはいけない、みんな
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大
学
院
社
会
学
研
究
科
惨
+
謀
程
修
了
。

少

現
在
、東
京
工
業
大
学
教
娘
。
「
濯
健
l
l
激
動
中
国
の
ス
ー
パ
ー
ス
空
l
」(岩
波
書
底
)、

副
川

「社
会
が
わ
か
る
さ
(
講
談
社
三

自
分
を
活
か
す
思
想
社
会
を
生
き
る
思
想
』(
径
書

月

房
)
な
ど
、
そ
の
著
書
は
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
わ
た
る
。

が
あ
る
。
基
本
的
に
は
自
分
に
と

っ
て
プ
ラ
ス
に

な
る
も
の
な
ん
だ
け
ど
、
マ
イ
ナ
ス
面
も
あ
る
。

そ
れ
は
、
ま
さ
に
他
の
人
間
も
い
っ
し
ょ
に
い
る

と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
。

社
会
と
い
い
群
れ
と
い
え
ば
、
全
体
を
指
し
ま

す
け
ど
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
一
匹
一
匹
、
ひ
と

り
ひ
と
り
が
集
ま

っ
た
も
の
で
す
よ
ね
。
で
、
そ

の
一
匹
一
匹
、
ひ
と
り
ひ
と
り
が
考
え
て
い
る
こ

と
が
、
い
つ
も

一
致
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
利
害

の
対
立
が
生
じ
る
。
そ
こ
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
紛
争
、

衝
突
が
起
こ

っ
て
く
る
:
:
:
。
こ
れ
を
解
決
す
る

た
め
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
持
っ
て
い
な
い
と
、
社
会

は
存
続
で
き
ず
、
解
体
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。

い
な
い
。
あ
く
ま
で
も
相
対
的
に
言
つ
て
の
話
で

す
け
れ
ど
。

ー

l

そ
れ
は
、
ど
う
い
う
と
こ
ろ
か
ら
導
き
出
さ

れ
る
の
で
す
か
q

橋
爪
こ
の
世
で
最
も
深
刻
な
対
立
と
は
何
か
と

考
え
て
み
る
と
、
民
族
問
題
が
浮
か
び
上
が

っ
て

く
る
。
こ
れ
は
古
来
よ
り
あ
っ
た
。

民
族
と
い
う
の
は
、
見
る
か
ら
に
違
う
人
た
ち
。

言
葉
が
違
う
、

髪
の
毛
や
目
の
色
が
違
う
、
肌
の

色
が
違
う
、
体
格
が
違
う
、
文
化
が
違
う
。
で、

う
ま
く
っ
き
あ
っ
て
い
る
と
き
は
い
い
で
す
け
ど
、

う
ま
く
い
か
な
い
と
な
る
と
真
っ
先
に
や
っ
つ
け

ょ
う
と
い
、
ユ
仔
在
に
な
る
。
そ
う
す
る
と
、
ジ
エ

ノ
サ
イ
ド
(
民
族
皆
殺
し
)
が
起
き
る
。
そ
う
し
た

こ
と
が
、
文
明
固
と
呼
ば
れ
る
と
こ
ろ
で
は
、
た

び
た
び
起
き
て
い
た
わ
け
で
す
ね
。

た
と
え
ば
中
国
。
春
秋
戦
国
の
こ
ろ
を
見
る
と
、

言
葉
が
通
じ
な
い
、
髪
の
色
が
違
う
、
風
俗
習
慣

が
違
う
:
:
:
お
互
い
に
ま
っ
た
く
異
な
る
人
間
だ

と
い
う
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
こ

で
は
、
一
歩
ま
ち
が
え
る
と
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
に
近

い
こ
と
が
起
き
て
い
た
。
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11一
そ
こ
ま
で
深
刻
な
社
会
問
題
を
目
に
す
る
と
、

み
ん
な
な
ん
と
か
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
考
え
る

わ
け
で
す
。
人
間
、
こ
ん
な
に
争
い
、
殺
し
合
つ

て
ば
か
り
い
て
い
い
の
か
と
:
:
:
。
そ
こ
で
、
諸

子
百
家
と
か
、

い
ろ
い
ろ
な
古
代
な
り
の
思
想
が

出
て
く
る
。
ま
た
宗
教
も
生
ま
れ
て
く
る
。

そ
れ
が
日
本
に
は
な
か
っ
た
。

で
も
、

そ
れ
は
、

明
ら
か
に
様
子
が
違
う
民
族
が
あ
ま
り
い
な
か
っ

リフレクト・オン
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
ん
で
す
が
:
:
:
。
ア
イ

で
、
鎌
倉
幕
府
に
な
る
と
、
貴
族
と
武
士
の
二

元
的
体
制
に
な
る
。
そ
し
て
、
室
町
時
代
に
は
、

武
士
が
ど
ん
ど
ん
土
地
を
吸
収
し
て
い
き
、
戦
国

時
代
に
な
る
と
、
貴
族
は
も
う
ど
こ
か
へ
行
っ
て

し
ま
っ
て
、
完
全
な
武
家
政
権
に
な
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
経
過
を
よ
く
見
る
と
、

合
法
的
に
進
ん
で
い
な
い
の
で
す
。
法
律
上
は
、

貴
族
の
土
地
だ
っ
た
は
ず
で
あ
り
、
そ
の
土
地
も

貴
族
が
天
皇
の
土
地
を
ネ
コ
バ
パ
し
た
も
の
だ
か

ら
、
も
と
も
と
は
天
皇
の
土
地
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
だ
か
ら
、
出
る
と
こ
ろ
へ
出
れ
ば
、
ど
う
も

す
み
ま
せ
ん
で
し
た
と
謝
る
し
か
な
い
。

江
戸
の
末
期
も

N

武
士
の
土
地
所
有
や
政
権
の

法
的
根
拠
が
な
か
っ
た
か
ら
こ
そ
、
尊
皇
擢
夷
思

想
(
六
八
ペ
ー
ジ
「
用
語
解
説
」
参
話
…
)
が
可
能
に
な

っ
た
わ
け
で
す
。
も
し
、
幕
府
が
天
皇
制
を
廃
止

し
で
、
山
武
家
共
和
国
H

で
も
つ
く
っ
て
、
法
律
制
度

を
き
ち
ん
と
整
え
、
法
律
上
の
革
命
を
完
成
さ
せ

て
い
た
の
な
ら
、
尊
皇
擢
夷
思
想
な
ん
か
起
き
て

も
、
切
り
捨
て
て
し
ま
え
ば
終
わ
り
だ
っ
た
。
で

も
、
そ
う
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
佐
幕
思
想
が
勤

皇
の
前
に
論
理
的
に
一
貫
で
き
な
か
っ
た
か
ら
な

ヌ
と
か
沖
縄
の
人
と
か
、
見
た
と
こ
ろ
ど
こ
か
違

あ
い
ま
い

う
な
と
い
う
人
た
ち
は
い
て
も
、
境
界
が
一
暖
昧
で
、

混
血
を
し
て
い
く
と
い
う
方
法
で
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド

に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

ー
ー
そ
の
た
め
に
思
想
も
宗
教
も
日
本
で
は
生
ま

れ
て
こ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
か
?

橋
爪

そ
こ
ま
で
の
必
要
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ

と
で
す
ね
。
た
と
え
ば
、
家
族
だ
け
だ
っ
た
ら
、

そ
ん
な
も
の
必
要
な
い
。
家
族
を
超
え
た
天
下
回

家
を
考
え
る
か
ら
、
思
想
や
宗
教
が
必
要
に
な
っ

て
く
る
わ
け
で
す
か
ら
。

，-
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そ
う
は
い
っ
て
も
日
本
で
も
ま
っ
た
く

紛
争
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
と

え
ば
、
豪
族
同
士
の
争
い
と
い
う
の
が
あ
っ
た
。

こ
れ
は
彼
ら
の
系
統
や
文
化
の
違
い
に
よ
っ
て
生

じ
た
戦
い
で
す
ね
。
で
も
、

民
族
の
違
い
に
よ
る

紛
争
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

い
ず
れ
に
し
ろ
、

日
本
の
場
合
、
相
手
を
徹
底

的
に
排
斥
す
る
と
こ
ろ
ま
で
い
か
な
か
っ
た
。
『
日

一w
ナ

''u

本
書
紀
』
や
『
古
事
記
」
に
も
あ
る
と
お
り
、
出
雲
と

や

ま

と

し

ん

せ

き

大
和
の
神
様
は
親
戚
に
な
る
。
ナ
ア
ナ
ア
で
手
を

打
っ
て
採
め
事
を
解
決
す
る
。
そ
し
て
、
い
つ
の

ん
で
す
ね
。

国
を
運
営
す
る
の
に
、
法
秩
序
に
よ
っ
て
権
力

者
の
正
統
性
を
証
明
し
な
く
て
も
い
い
し
、
土
地

の
所
有
関
係
を
明
確
に
し
な
く
て
も
い
い
。
本
来

な
ら
、
血
を
流
し
、
骨
が
札
む
よ
う
な
思
い
を
し

て
正
統
性
を
証
明
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
こ
ろ

を
、
根
拠
が
暖
昧
だ
け
ど
、
現
状
が
こ
う
だ
か
ら
、

ま
あ
い
い
や
、
と
い
う
と
こ
ろ
で
手
を
打
っ
て
き

た
。
そ
う
な
る
と
、
社
会
に
対
す
る
知
恵
、
思
想

な
ん
で
も
の
は
蓄
積
さ
れ
な
い
ん
で
す
よ
。

戦
後
は
身
を
縮
め
た
小
さ
芯
自
我

ー
ー
で
も
、
少
な
く
と
も
明
治
以
降
は
近
代
国
家

の
体
裁
を
整
え
る
わ
け
で
す
よ
ね
。

橋
爪

そ
れ
は
そ
う
な
ん
で
す
。
け
れ
ど
そ
れ
は
、

と
っ
て
つ
け
た
も
の
な
ん
で
す
。

た
と
え
ば
、
法
律
一
つ
と
っ
て
も
、
民
法
に
関

し
て
い
え
ば
、
そ
れ
に
は
こ
ん
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が

あ
る
。明

治
政
府
が
フ
ラ
ン
ス
か
ら
ボ
ア
ソ
ナ
l
ド
と

い
う
人
を
呼
ん
で
き
て
、
民
法
を
作
っ
て
く
だ
さ

い
と
頼
ん
だ
。
で
も
、

‘ボ
ア
ソ
ナ
l
ド
は
そ
の
依

l
J
It-
-
間
山
町

「
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咽
膚
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問
に
か
一
体
感
の
あ
る
社
会
を
つ
く
り
出
す
。
平

安
時
代
に
な
る
と
ま
さ
に
そ
う
で
す
ね
。
豪
族
や

貴
族
が
天
皇
を
頂
点
と
し
て
秩
序
づ
け
ら
れ
て
い

次
に
起
こ
っ
て
く
る
争
い
は

H

土
地
争
い
九
平

安
時
代
以
降
、

開
墾
が
活
発
に
な
り
ま
し
た
。
そ

れ
ま
で
は
、
自
然
に
人
が
集
ま
り
、
川
沿
い
の
湿
地

も

み

ま

帯
に
籾
を
蒔
い
て
水
田
を
作
っ
て
い
た
。
そ
れ
を

L
F
7え
ん

今
度
は
荘
園
制
で
、
新
田
を
大
規
模
に
開
墾
す
る
。

江
戸
時
代
半
ば
ま
で
新
田
開
発
が
続
き
ま
す
。

そ
う
す
る
と
手
間
暇
か
け
て
ま
す
か
ら
、

そ
こ

は
自
分
の
土
地
だ
と
い
、
っ
意
識
が
強
烈
に
生
ま
れ

て
く
る
。
そ
ん
な
土
地
に
税
金
を
か
け
る
ぞ
と
い

わ
れ
れ
ば
、

い
や
、

そ
ん
な
も
の
払
い
た
く
な
い
、

と
な
る
。
で
、
土
地
争
い
は
ど
う
決
着
し
た
か
と

い
う
と
、
最
初
は
貴
族
に
頼
ん
で
税
金
を
ま
け
て

も
ら
お
う
と
い
う
運
動
だ
っ
た
ん
で
す
。

で
も
、

貴
族
が
頼
り
に
な
ら
な
く
な
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
、

次
に
力
を
持
っ
た
の
が
荘
園
の
ガ
ー
ド
マ
ン
、

ま
り

H

武
士
H

で
す
ね
。
武
士
が
実
質
的
に
農
地
を

支
配
し
て
い
ま
し
た
か
ら
、
今
度
は
武
士
に
税
金

の
問
題
を
解
決
し
て
も
ら
お
う
と
。

頼
を
聞
い
て
び
っ
く
り
す
る
ん
で
す
。
私
は
日
本

社
会
に
つ
い
て
何
の
知
識
も
あ
り
ま
せ
ん
。
法
律

を
作
る
に
は
、
そ
の
社
会
に
つ
い
て
の
知
識
、
習

慣
を
理
解
し
て
い
な
い
と
で
き
な
い
と
。
と
こ
ろ

が
、
明
治
政
府
が
い
う
に
は
、
あ
な
た
は
ナ
ポ
レ

オ
ン
法
典
に
た
い
へ
ん
詳
し
い
。
だ
か
ら
、
そ
れ

を
翻
訳
し
て
く
れ
れ
ば
い
い
と
(
笑
)
。

l
l
デ
タ
ラ
メ
な
話
で
す
ね
(
笑
)
。

東
そ
う
。
そ
ん
な
ふ
う
に
日
本
の
民
法
が
で

き
た
ん
で
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
日
本
で
は
法
律
ど
お
り
に
す
る

と
人
々
の
常
識
に
反
す
る
。

法
律
を
盾
に
、
た
と
え
ば
大
家
が
庖
子
を
立
ち

町退
か
せ
よ
う
と
す
る
と
、
な
ん
て
人
情
を
理
解
で

き
な
い
奴
だ
と
目
の
敵
に
さ
れ
る
。
ま
た
弁
護
士

は
三
百
代
言
の
ペ
テ
ン
師
な
ん
て
い
わ
れ
て
嫌
わ

れ
た
。そ

ん
な
こ
ん
な
で
、
と
に
か
く
近
所
の
人
と
仲

よ
く
し
て
、
人
格
者
と
呼
ば
れ
、
家
族
か
ら
も
近

隣
か
ら
も
尊
敬
さ
れ
て
生
き
て
い
く
、
こ
れ
が
日

本
で
は
安
全
な
生
き
方
だ
と
・
・
・
・
・
・
。

ー
ー
そ
れ
が
、
未
だ
続
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

v
i

s
t
J
R
E
a
l
i
h
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p
i
i
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す
ね
。

橋
爪

特
殊
性
論
に
な

っ
て
し
ま
う
。
私
は
あ
ま
り
そ
う

考
え
た
く
な
い
。
科
学
的
に
何
か
根
拠
が
あ
っ
て
、

日
本
人
は
そ
う
い
う
考
え
方
し
か
で
き
な
い
と
い

そ
う
で
す
。
た
だ
そ
う
な
る
と
、
日
本
人

リフレクト・オン
う
こ
と
は
な
い
と
思
う
の
で
す
。
社
会
と
取
り
組

む
思
想
は
、
歴
史
の
蓄
積
、
習
慣
と
し
て
で
き
て

い
る
わ
け
だ
か
ら
、
き
ち
ん
と
手
順
を
踏
め
ば
、

日
本
人
も
別
の
ス
タ
イ
ル
の
行
動
様
式
が
で
き
る

は
ず
だ
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
考
え
て
も
、
キ
リ
ス
ト

教
へ
の
改
宗
や
宗
教
改
革
が
行
わ
れ
る
前
は
、
ご

く
原
始
的
な
部
族
社
会
で
し
か
な
か
っ
た
わ
け
で

す
か
ら
ね
。

l
l
本
の
中
で
竹
田
青
嗣
さ
ん
は
、
日
本
人
は
一

貫
し
て
金
儲
け
と
い
う
H

エ
ロ
ス
ゲ
!
ム
ο
に
没
頭

し
て
い
る
。
要
す
る
に
自
分
の
こ
と
だ
け
し
か
考

え
て
い
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
よ
ね
。

橋
爪
日
本
は
第
二
次
世
界
大
戦
を
経
験
し
て
い

ま
す
が
、
戦
前
、
戦
後
と
分
け
れ
ば
、
そ
れ
は
戦

後
と
い
う
時
代
の
特
殊
な
状
態
で
す
ね
。
少
な
く

と
も
、
戦
前
に
は
そ
ん
な
こ
と
は
な
か
っ
た
。

戦
前
は
、
明
治
以
来
の
富
国
強
兵
策
を
と
っ
て

橋
爪
そ
う
で
す
。
で
も
、
も
う
限
界
に
来
て
い

る
。
ア
メ
リ
カ
も
日
本
と
二
人
三
脚
で
進
ん
で
い

く
こ
と
に
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
な
く
な

っ
て
い
ま
す
。

ソ
連
も
崩
壊
し
、
こ
れ
か
ら
は
中
国
と
仲
よ
く
す

る
ほ
う
が
利
益
は
大
き
い
で
す
か
ら
。

ー
ー
な
ん
か
、
絶
望
的
な
気
も
し
て
き
ま
す
け
ど
、

そ
れ
で
も
あ
え
て
、
社
会
に
目
を
向
け
よ
う
と
橋

爪
さ
ん
は
い
わ
れ
て
い
ま
す
よ
ね
。

い
や
、
絶
望
的
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
う
し
た

橋
爪

も
の
が
必
要
な
ん
で
す
。

1
tリ「叫
日刊
1
4

I I~: 

い
た
。
国
権
、
国
家
を
強
め
な
け
れ
ば
、
日
本
民

族
は
生
き
残
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
う
い
う
こ

と
を
強
く
意
識
し
て
い
た
時
代
で
し
た
。
つ
ま
り
、

自
分
の
経
済
的
利
益
よ
り
、
ま
ず
国
家
。
自
分
が

な
く
な
っ
て
も
、
国
家
は
あ
る
。
自
分
の
思
い
ど

お
り
に
な
ら
な
く
て
も
、
国
家
は
あ
る
。
そ
う
い

う
も
の
に
忠
誠
を
雲
?
っ
と
い
う
考
え
方
は
、
江
戸

時
代
に
は
な
か
っ
た
。
そ
う
い
う
た
い
へ
ん
な
人

格
改
造
が
、
き
わ
め
て
短
期
間
の
う
ち
に
行
わ
れ

た
時
代
で
し
た
。
そ
れ
は
、
天
皇
と
い
う
シ
ン
ボ

ル
を
持
ち
出
し
た
こ
と
に
よ
る
功
績
が
大
で
す
ね
。

で
、
こ
れ
は
半
ば
成
功
し
半
ば
失
敗
し
た
。
自

分
の
利
害
、
損
得
を
置
い
と
い
て
、
兵
隊
に
行
こ

う
。
税
金
を
払
お
う
。
そ
う
い
う
ふ
う
に
自
分
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
術
を
学
ん
だ
。
こ
れ
は
プ
ラ

ス
面
で
す
。
マ
イ
ナ
ス
面
は
、
ほ
ん
と
う
に
社
会

公
共
性
を
認
識
し
て
、
自
分
の
自
我
と
社
会
公
共

性
の
バ
ラ
ン
ス
を
確
立
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
あ

く
ま
で
も
天
皇
と
の
関
係
に
お
い
て
理
解
し
た
だ

け
だ
っ
た
。
そ
う
す
る
と
、
天
皇
が
人
々
の
期
待

を
裏
切
っ
た
と
き
、
自
我
も
崩
壊
し
て
し
ま
う
。

ま
さ
に
戦
後
は
そ
れ
が
起
こ

っ
た
と
思
、
つ
ん
で
す
。

で
、
ど
の
よ
う
に
考
え
た
ら
い
い
か
と
い
う
と
、

ま
ず
自
分
の
感
覚
、
感
性
み
た
い
な
も
の
は
い
っ

た
ん
カ
ッ
コ
に
入
れ
る
。
そ
し
て
、
自
分
も
含
め

て
人
々
が
ど
う
し
て
今
述
べ
た
み
た
い
に
考
え
る

の
か
と
い
う
こ
と
を
、
外
か
ら
考
え
て
い
く
。
そ

う
い
う
こ
と
が
、
今
い
ち
ば
ん
必
要
で
は
な
い
か

と
。
そ
う
じ
ゃ
な
い
と
、
思
想
と
い
う
も
の
は
み

ん
な

H

私
小
説
H

に
な
っ
て
し
ま
う
。

自
分
は
「
フ
ロ
、
メ
シ
」
と
い
い
な
が
ら
、
男
女

同
権
を
説
く
本
を
読
む
と
、
そ
の
と
お
り
と
回
心
う
。

そ
れ
は
お
か
し
い
で
し
ょ
。

思
想
と
い
う
の
は
、
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
だ
と
思

え
ば
い
い
ん
で
す
。
何
か
困
っ
た
と
き
に
、
い
ろ

い
ろ
な
条
件
を
考
え
、
そ
れ
に
十
分
対
応
す
る
答

え
を
出
し
、
行
動
し
ま
し
ょ
う
と
書
か
れ
て
い
る

の
が

H

思
想
H

な
ん
だ
と
。

ま
あ
、
暇
な
と
き
に
た
く
さ
ん
そ
う
し
た
本
を

読
ん
で
お
い
て
、

あ
っ
、
そ
の
と
お
り
だ
な
と
思

え
ば
、

そ
う
行
動
す
れ
ば
い
い
ん
で
す
。
そ
し
て
、

よ
り
よ
い
行
動
を
す
る
た
め
に
は
、

た
く
さ
ん
思

想
が
あ
っ
て
い
い
。
そ
の
中
か
ら
選
択
す
れ
ば
い

い
ん
で
す
。

戦
後
は
、
国
家
と
自
分
は
関
係
な
い
。
国
家
が
実

体
と
し
て
存
在
す
る
な
ら
、
そ
れ
は
自
分
に
と

っ

て
迷
惑
な
こ
と
だ
。
国
家
は
必
ず
悪
だ
、
と
い
う

ま
ん
え
ん

発
想
が
蔓
延
し
ま
し
た
。
国
家
と
関
係
な
い
こ
と
、

国
家
に
反
対
す
る
こ
と
を
自
分
の
存
在
証
明
に
し
戦

ょ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ

れ

が

桝少γ
T
 

同
月

公
共
性
の
意
味
で
あ
り
、
そ
し
て

H

市
民
H

と
い
う

も
の
だ
と
。

戦
前
の
国
家
が
無
理
や
り
背
伸
び
を
し
た
大
き

な
自
我
だ
っ
た
と
す
れ
ば
、
戦
後
の
自
我
は
無
理

や
り
身
を
縮
め
た
小
さ
な
自
我
に
な

っ
て
し
ま
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

で
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
身
を
縮
め
た
か
と
い
う

と
、
経
済
の
こ
と
は
や
っ
て
い
い
が
、
他
の
こ
と

を
や
ら
な
い
こ
と
に
し
よ
う
と
。
文
化
は
ど
う
せ

二
流、

三
流
だ
。
政
治
、
軍
事
、
外
交
の
こ
と
は

や
ら
な
い
、
考
え
な
い
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
自
分

を
限
定
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
う
い
う
こ
と
は
、
他

の
人
が
考
え
れ
ば
い
い
と
。
具
体
的
に
い
え
ば
、

ア
メ
リ
カ
が
代
わ
っ
て
考
え
て
く
れ
た
か
ら
こ
そ
、

こ
れ
ま
で
や

っ
て
こ
ら
れ
た
。

l
l
そ
れ
が
、
戦
後
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

マ
ル
ク
ス
や
ル
ソ
l
は
、
社
会
を
具
体
的
に
解

析
し
よ
う
と
し
た
科
学
者
で
あ
り
、
そ
し
て
社
会

を
こ
う
い
う
ふ
う
に
運
営
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う

設
計
図
を
書
い
た
人
で
す
。
で
も
、
そ
れ
が
現
実

に
な
ら
な
か
っ
た
ら
、
そ
れ
は
ゼ
ロ
。
ど
う
し
よ

う
も
な
い
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
正
統
思
想
は
、
皆
そ
う
い
う
も
の
な
ん
で
す
よ
。

床
の
間
に
飾
っ
て
精
神
訓
話
と
し
て
あ
り
が
た

が
る
も
の
で
は
な
い
。
思
想
と
は
、

人
生
を
生
き

る
知
恵
、
よ
り
よ
く
生
き
る
た
め
の
方
法
論
な
の

で
す
。

ー
ー
と
こ
ろ
で
、
今
一
番
に
考
え
な
く
て
は
い
け

な
い
こ
と
は
何
で
す
か
。

橋
爪
一
番
か
ど
う
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
私

は
歴
史
の
問
題
を
重
視
し
ま
す
。
戦
後
、

憲
法
が

変
わ
り
民
主
国
家
に
な
っ
た
。
戦
前
と
違
っ
た
国

に
な
っ
た
。
違
っ
た
固
に
な
っ
た
ら
ど
う
な
る
か
。

そ
れ
ま
で
の
こ
と
は
す
べ
て
済
ん
だ
こ
と
、
だ
か

ら
何
の
責
任
も
な
い
:
:
:
。
そ
ん
な
と
ん
で
も
な

い
発
想
を
、
も
う
一
回
考
え
直
し
て
み
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

(
一
九
九
七
年
五
月
七
日
、
東
京
工
業
大
学
に
て
)
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新聞協会研究所が実施した「第十二回新聞信頼度調査」では、新聞に対する信頼度を表す数字が過去最

低レベルとなったことが、明らかになった。このような折、本誌では、新聞と読者、新聞と社会の関係を

あらためて考えるべく、各界各層の人々を対象に、アンケートを実施した。質問状は編集部が選んだ八十

六人に送付、三十五人から回答を得た。設問は以下の五つである。

印.あなたは普段、新聞を、いつ、どのように、どのくらいの時間読みますか。テレビや雑誌に比べて、

どうでしょうか。

α・あなたは、読者として、または、取材を受けた者として、新聞に寄せていた信頼が

裏切られた、とお感じになったことがありますか。あるとすれば、それはどんなことですか。ω
・「新聞は

分かってないな」とお感じになったことがありますか。あるとすれば、それはどんなことですか。ω・あ

なたにとって新聞は大事な存在ですか。また、社会にとって新聞は大事な存在だと思いますか。なぜその

ように恩われますか。向山・インターネットや衛星放送など、検々な新しい情報源・媒体が出現しています。

今後、ますます、暮らしの中に入ってくるでしょう。それでもあなたは新聞を読みますか。そんな時代、

新聞には何を期待しますか。・

0

回答は、個人の資格で書いていただいた-必ずしも職業上のコメントではないJしかし、便宜的に、回

答者を市民・住民等、表現者、学者・編集者、政・官・経済界の四グループに一応くぐったうえで、五十

音順に掲載した(敬称略)。

回答していただいた各位に厚く御礼申し上げる。
t

』
‘

。

(編集部)

一

行
発

司t
n3 

nヨ

ω新聞は大事か

新聞は、ありあまる情報のなか

から知るに値する情報を選びだ

し、共有する点{編集機能)に意

一味がある。どのようなかたちであ

一
れ、この機能は必要だろう。

ω多メディア時代、新聞は

リアルタイムの情報提供(速報

性)という点で、新聞は新しい通

信メディアにかなわないであろ

う。しかし、それを、毎日単位で

コシパクトな画面に編集している

という点に、新聞の意義がある。

印制形式でなくなっても(壁掛け

大三郎 橋爪

，
 

..
 

(東京工業大学教授

町新聞の読み方

購読している一紙の、朝刊を毎

朝、夕刊を夕方、ざっと読む。あ

まり時間はかけない。テレビはC

NNを長時間、ながら視聴する。

雑誌は仕事で月一固まとめて読

む。集中度は新聞の場合、低いか

もしれない。

ω新聞に裏切られた事

残念ながら、新聞はあまり信頼

できる存在ではない。言論のモラ

ル(事実と意見への徹底したこだ

わり)が感じられない。

ω分かってないと思った事

読者を一段低くみて、これぐら

いの見出しをつけておけば、これ

ぐらいの記事を書いておけば、ち

ょうどいいであろうというおごり

が行間に見えるとき。

49 
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『
新

聞
研

究
』テレピで受信する形になってもて

新聞的な媒体は相変わらず重要で

あろう。

(はしづめ・だいざぶろう
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『週刊宝石』第 17巻第46号

香
港
返
還
と
、
中
国
の
積
極
外
交
へ
の
転
換
。

そ
し
て
、
各
地
を
席
捲
す
る
通
貨
不
安
と
金
融

危
機
の
嵐
。
い
ま
、
ア
ジ
ア
が
激
動
し
て
い
る
。

そ
ん
な
折
、
日
米
安
保
条
約
の
新
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
論
争
が
政
権
与
党
の
火
種
と
も
な
っ
て
l

|
。

広
範
な
社
会
動
態
へ
の
鋭
い
分
析
で
知
ら
れ
る

理
論
社
会
学
の
第
一
人
者
・
橋
爪
大
三
郎
氏
に

こ
れ
か
ら
の
日
本
の
「
針
路
」
を
聞
い
た

f

「
日
米
安
保
条
約
が
ダ
ル
マ
さ
ん

だ
と
し
た
ら
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と

い
う
の
は
そ
の
目
玉
な
ん
で
す
。

ダ
ル
マ
に
魂
を
入
れ
た
わ
け
で
す
。

日
米
安
保
条
約
だ
け
あ
っ
て
も
役

に
は
立
た
な
い
。
実
際
に
日
本
は

ど
う
動
く
か
の
分
担
が
な
い
ん
で

す
か
ら
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
つ

て
初
め
て
、
米
軍
と
自
衛
隊
が
仮

想
敵
国
を
相
手
に
ど
う
協
力
し
て

い
け
る
か
が
決
ま
っ
て
く
る
わ
け

で
す
。
と
こ
ろ
で
、
戦
争
を
絶
対
に

起
こ
さ
な
い
こ
と
は
で
き
る
の

か
?
戦
争
は
相
手
が
あ
っ
て
の

こ
と
。
防
ご
う
と
し
て
も
相
手
が

そ
の
気
な
ら
起
き
る
も
の
で
す
」

ず
、
自
分
が
戦
争
を
し
よ
う
と
思

-わ
な
い
こ
と
。
次
に
相
手
に
戦
争

を
起
こ
す
意
欲
や
能
力
を
与
え
な

い
こ
と
で
す
。
ど
ん
な
国
が
戦
争

を
起
こ
す
か
と
い
う
と
、
独
裁
的

な
国
家
や
高
度
な
軍
事
力
、
工
業

カ
を
持
っ
た
因
。
た
と
え
ば
、
ナ

チ
ス
と
か
昔
の
日
本
と
か
。
普
通
、

高
度
な
工
業
力
が
発
展
し
て
い
く

と
民
主
主
義
国
家
に
な
っ
て
い

く
。
そ
う
な
る
と
国
民
の
芦
を
聞

か
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
、
犠

牲
を
国
民
に
強
い
る
戦
争
は
起
き

に
く
く
な
る
。
第
1
次
大
戦
後
、

み
ん
な
反
省
し
て
戦
争
を
起
，
」
さ

な
い
枠
組
み
を
作
ろ
う
と
し
た
ん

で
す
。
そ
れ
で
も
起
き
て
し
ま
っ

た
の
は
、
ナ
チ
ス
の
よ
う
な
民
主

主
義
の
鬼
っ
子
と
共
産
主
義
の
ソ

連
が
登
場
し
た
か
ら
で
あ
っ
て
、

普
通
の
民
主
主
義
国
ば
か
り
な
ら

戦
争
は
起
き
な
い
と
ア
メ
リ
カ
は

考
え
た
。
ソ
連
の
戦
争
へ
の
意
欲

と
能
力
を
な
く
せ
ば
戦
争
は
起
こ

ら
な
い
と
い
う
考
え
が
冷
戦
構
造

で
す
。
意
欲
も
能
力
も
な
く
な
っ

て
、
ソ
連
は
解
体
し
た
で
し
ょ
。

そ
し
て
今
度
は
中
国
J

中
国
に
は

戦
争
意
欲
も
能
力
も
あ
る
か
も
し

れ
な
い
の
で
、
要
注
意
に
な
っ
た
。

相
手
の
意
欲
を
そ
ぐ
た
め
に
、
戦

争
す
れ
ば
必
ず
負
け
る
と
思
わ
せ

パ
l
プ
ナ
ル
デ
!
タ
J

は
し
づ
め
だ
い
さ
ぷ
石
う
.

本
名
閉
じ
。
社
会
学
者
。
川
町
年
間

月
引
目
、
神
奈
川
県
生
ま
れ
。
東

京
大
学
教
養
学
部
文
科
E
類
に
入

学
後
、
社
会
学
科
に
進
み
、
鋳
造

主
義
と
出
合
う
。
mu
年
、
聞
大
学

大
学
院
社
会
学
研
究
科
博
士
課
程

を
修
了
す
る
.
酬
明
年
3
月
、
公
募

で
東
京
工
業
大
学
助
教
授
に
就
任

し
、
現
在
同
大
学
数
授
。
性
・
言

語
・
権
力
を
原
理
と
し
た
社
会
学

を
嫌
恕
し
て
研
究
活
動
を
行
う
.

オ
ウ
ム
問
題
な
ど
で
論
績
で
も
活

路
・
著
書
に
、
『
は
じ
め
て
の
構

造
主
義
』
(
講
談
社
現
代
新
書
)
、

3
橋
爪
大
三
郎
の
社
会
学
講
義
1

・
2
』
(
夏
白
書
房
〉
、
小
林
よ
し

の
り
氏
、
竹
図
青
嗣
氏
と
の
共
著

『
正
義
・
戦
争
・
国
家
論
』(
径
書
房
)

な
ど
多
数
。
中
国
問
題
に
も
精
通

し
て
い
る
。
血
波
型
・

A
型
。
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主の

刊
月
刊
H

日
・
月
曜

昼
食
を
俣
り
な
が
ら
、
教
育
問

題
に
つ
い
て
の
定
例
研
究
会
。
日

本
を
悩
ま
せ
る
重
い
課
題
だ
。

「
絶
対
に
戦
争
を
防
ぐ
と
い
ラ
方

法
は
今
の
と
こ
ろ
あ
り
ま
せ
ん
。

戦
争
な
ん
で
な
け
れ
ば
い
い
と
誰

も
が
思
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
か

な
わ
ぬ
夢
。
で
は
、
ど
う
す
れ
ば

戦
争
を
少
な
く
で
き
る
の
か
。
ま

負
け
し
た
。
す
る
と
、
今
度
は
戦

争
と
い
え
ば
太
平
洋
戦
争
の
こ
と

に
な
り
、
『
軍
隊
が
あ
る
か
ら
戦

争
す
る
。
戦
争
を
す
れ
ば
負
け
る
。

軍
隊
が
な
け
れ
ば
い
い
』
と
い
う

発
想
に
な
っ
た
ん
で
す
。
平
和
を

守
る
た
め
に
国
を
守
る
自
衛
力
は

な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
し
れ
し
、

自
分
た
ち
が
侵
略
者
だ
っ
た
時
代

の
反
省
か
ら
、
軍
隊
が
あ
る
と
戦

争
に
な
る
と
考
え
た
人
た
ち
は
、

る
。
こ
れ
が
戦
争
を
防
ぐ
い
ち
ば

ん
有
効
な
方
法
で
あ
り
、
世
界
最

大
の
強
国
の
義
務
で
す
。
最
強
国

が
最
強
の
軍
備
を
持
っ
て
い
な
け

れ
ば
、
世
界
の
バ
ラ
ン
ス
は
崩
れ

て
戦
争
の
一
歩
手
前
ま
で
い
っ
て

し
ま
う
。
そ
こ
で
ア
メ
リ
カ
は
国

力
が
優
位
で
あ
る
限
り
、
な
ん
と

し
て
も
最
大
優
位
の
軍
事
力
を
維

持
す
る
必
要
が
あ
る
ん
で
す
し

刊
用
旬
旧
日
・
火
曜

北
京
の
清
華
大
学
か
ら
、
旧
知

の
胡
副
学
長
が
来
学
。
東
工
大
の

自
衛
隊
も
な
い
ほ
う
が
い
い
と
考

え
る
。
い
ろ
い
ろ
議
論
が
あ
っ
て
、

自
衛
隊
の
存
在
は
認
め
ら
れ
た
。

で
も
そ
れ
は
軍
隊
で
は
な
い
。
整

理
さ
れ
て
い
な
い
妥
協
の
産
物
に

思
え
ま
す
。
日
本
が
印
年
間
享
受

し
て
き
た
平
和
は
、
実
は
軍
事
力

の
結
果
、
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
な

ん
で
す
。
軍
事
力
が
あ
る
か
ら
平

和
な
の
で
あ
っ
て
、
軍
事
力
が
な

い
か
ら
平
和
な
の
で
は
な
い
」

撮影/越図省吾

社
会
理
工
学
研
究
科
・
価
値
シ
ス

テ
ム
専
攻
を
案
内
す
る
。

「
今
の
日
本
人
の
戦
争
に
対
す
る

ゐ

つ

も

の

危

ま

す

意
識
は
、『
奨
に
懲
り
て
胞
を
吹

く
』
と
い
う
感
じ
だ
と
思
う
。
一

度
痛
い
目
に
遭
う
と
次
の
と
き
に

過
剰
反
応
を
起
こ
す
。
日
本
は
前

の
戦
争
で
ひ
ど
い
自
に
遭
っ
た
と

考
え
て
い
る
。
そ
の
戦
争
が
な
ぜ

起
き
た
か
と
い
う
と
、
日
清
・
日

露
戦
争
で
大
勝
利
を
し
た
か
ら
で

す
。
国
民
は
、
戦
争
と
は
勝
つ
も

の
だ
、
勝
て
ば
景
気
も
よ
く
な
り
、

就
職
先
も
増
え
る
し
領
土
も
増
え

る
、
い
い
こ
と
ば
か
り
だ
と
考
え

た
わ
け
。
そ
こ
ま
で
簡
単
じ
ゃ
な

い
け
ど
、
戦
争
ア
レ
ル
ギ
ー
は
あ

ま
り
な
か
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
こ

で
調
子
に
乗
っ
て
戦
争
し
た
ら
大

日
本
が
切
年
間
享
受
し
た
平
和
は

が
も
た
ら
し
た
も
の
で
す
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日
本
の
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、

収 12.18週刊望宿

不安田火災

幼
年
間
で
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、

い
ざ
と
い
う
と
き
の

準
備
な
ん
で
す

刊
月
間
悶
日
・
水
曜

大
学
院
で
社
会
学
の
ゼ
ミ
。
夕

方
か
ら
、
目
黒
区
の
市
民
講
座
で

人
織
に
つ
い
て
の
話
を
す
る
。

「
日
本
の
繁
栄
は
大
国
と
結
び
つ

く
こ
と
に
あ
り
ま
し
た
。
日
英
同

盟
し
か
り
、
日
米
安
保
条
約
し
か

り
。
日
英
同
盟
は
軍
事
同
盟
で
、

日
英
の
軍
隊
が
と
も
に
戦
っ
た
。

で
も
日
米
安
保
条
約
で
は
、
日
本

は
何
も
し
な
く
て
い
い
。
経
済
だ

け
や
っ
て
な
さ
い
と
言
わ
れ
た
。

そ
こ
で
国
民
は
甘
や
か
さ
れ
て
、

軍
事
的
な
こ
と
を
一
切
考
え
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
。

一日
本
は
敗
戦
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス

か
ら
抜
け
出
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、

放
っ
て
お
け
ば
削
年
た
う
て
も
な

く
な
ら
な
い
。
そ
れ
を
な
く
す
唯

一
の
方
法
は
、
ア
メ
リ
カ
の
同
盟

国
と
な
っ
て
共
通
の
敵
と
戦
い
、

勝
利
し
て
、
自
由
と
民
主
主
義
を

守
る
友
人
で
あ
る
と
認
め
合
う
こ

と
で
す
。
こ
れ
が
で
き
れ
ば
新
し

い
段
階
に
両
国
関
係
が
変
化
し
た

で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
戦
争
が
で

き
な
い
か
ら
、
日
本
は
同
盟
国
で

あ
る
と
い
う
こ
と
を
ア
メ
リ
カ
に
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日
本
の
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、

1
年
間
で
平
均
約

1
F
キ
ロ
運
転
し
ま
す
。
た

と
え
ば
、
初
歳
で
免
許
を
取
っ
て
、
印
品
販
ま
で
初
年
間
運
転
す
る
と
、
な
ん

と
地
球
叩
周
分
/
そ
ニ
で
、
安
田
火
災
の
「
安
心
自
動
車
保
険
」
。
車
両
保

、
険
っ
き
、
対
人
賠
償
無
制
限
、
対
物
賠
償
1
、
0
0
0
万
円
以
上
の
自
家

用
自
動
車
総
合
保
険
で
す
。
さ
あ
、
い
つ
ま
で
も
一
緒
に
走
っ
て
く
だ
さ
い
。

示
す
機
会
が
な
か
っ
た
。
い
つ
ま

で
た
っ
て
も
信
用
守
れ
な
い
。
日

本
の
リ
ー
ダ
ー
が
信
用
さ
れ
な
い

ど
、
国
民
全
体
が
自
由
と
民
主
主

義
を
正
し
く
認
識
し
て
敵
と
戦
う

決
意
を
持
っ
て
い
る
か
ど
う
か
怪

じ
い
と
思
わ
れ
る
。
だ
か
ら
と
い

っ
て
戦
争
し
ろ
と
言
っ
て
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
戦
争
は
な
い

に
越
し
た
こ
と
は
な
い
。
で
も
、

戦
争
が
あ
っ
た
場
合
に
ち
ゃ
ん
と

行
動
が
で
き
る
か
ど
う
か
?
こ
れ

が
大
事
な
ん
で
す
。
準
備
が
な
け

れ
ば
、
い
ざ
と
い
う
場
合
に
決
し

て
行
動
で
き
な
い
。
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
は
い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
の

準
備
な
ん
で
す
」

刊
月
四
日
・
木
曜

シ
ド
ニ
ー
工
科
大
学
と
の
交
流

協
定
に
つ
い
て
、
大
学
で
打
ち
合

わ
せ
。
今
日
も
ま
た
会
議
。

「
高
校
の
こ
ろ
、
大
学
で
何
を
勉

強
し
よ
う
が
と
決
め
か
ね
て
い
て

高
校
の
図
書
館
で
い
ろ
ん
な
本
を

一
の
ぞ
き
、
社
会
学
と
い
う
学
聞
が

あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
バ
ラ

バ
ラ
読
ん
で
み
た
ら
案
外
チ
ヨ
ロ

く
て
(
笑
〉
)
こ
れ
な
ら
ほ
か
の

学
問
と
違
っ
て
私
に
も
で
き
る
か

も
し
れ
な
い
と
患
っ
た
ん
で
す
。

大
学
に
入
っ
た
ら
、
そ
こ
で
教
え

ら
れ
る
社
会
学
は
面
白
く
も
何
と

も
な
く
て
、
教
科
書
な
ん
か
で
は
-

勉
強
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
マ
ル
ク

ス
主
義
が
大
は
や
り
で
し
た
か

ら
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
本
を
山
ほ

ど
読
ん
で
、
全
一
共
闘
に
な
っ
た
か

ら
、
デ
モ
と
か
座
り
込
み
ゃ
泊
ま

り
込
み
な
ん
か
を
全
部
ゃ
っ
た
。

ス
ト
ラ
イ
キ
に
な
り
、
大
学
に
は

全
然
行
か
な
く
な
っ
た
。
授
業
が

再
開
さ
れ
て
も
授
業
粉
砕
闘
争
と

し
川
効

に

県

有

マ
庫
印

一
兵
消

テ
例
日

を
か
ロ

魚
川

お
』

'
L
-

E
記

A
r

の
明
係

ツ
を

H

イ
号

W

ド
番
一

い
う
の
が
あ
っ
た
の
で
先
生
と
ご

Y
閣
ゲ

ち
ゃ
ご
ち
ゃ
し
て
。
結
局
、
合
計

E
F
F
W

1
年
半
ぐ
ら
い
は
大
学
で
過
ご
品
開
川
町

一
別
側

し
、
残
り
は
何
も
し
て
な
い
ん
で
ダ
断
ム

す
。
大
学
で
は
サ
ー
ク
ル
に
所
属

W
払
川

し
て
い
て
演
劇
を
や
っ
て
い
ま
し
カ

A
ル

-

度

名

ゲ

た
。
人
数
が
少
な
か
っ
た
の
で
役
時
再
叫
ん
げ

者
も
裏
方
も
や
り
ま
し
た
。
演
劇
判
断
ト

は
自
分
以
外
の
人
聞
に
な
れ
る
の
刈
汗
山

f
，v
J

 

が
魅
力
で
社
会
学
に
も
役
立
つ
と
ん
同
二

レ
ヵ
く

思
っ
た
け
れ
ど
、
自
分
が
ほ
か
の
約
品
中

人
間
に
な
れ
る
わ
け
も
な
い
。
私
一
い
ん
品
川

は
演
劇
に
向
い
て
い
な
か
っ
た
ん
ト
訓
郡

で
す
ね
。
演
技
は
、
別
の
人
物
に
山
寸
鞭

i

z

・4
'

レ」

な
る
こ
と
と
は
違
う
と
い
う
こ
と
一
川
酎

が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
昨
れ
…
州

大
学
院
を
出
て
1
年
間
は
、
学
術
口
た
西

振
興
会
特
別
奨
励
研
究
員
と
い
う
留

の
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。
低
レ
ベ
旬

ル
な
当
時
の
社
会
学
を
何
と
か
し
旬

ょ
う
と
勉
強
し
て
い
た
時
期
で
す
」
包

容
認
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
し
ね
。
私
は
テ
レ
ビ
な
ど
の

性
描
写
は
過
激
に
な
っ
て
は
い
か

ん
と
い
う
立
場
な
ん
で
す
。
誰
で

も
見
ら
れ
る
も
の
と
、
自
分
だ
け

が
見
て
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い

も
の
と
は
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
違
う
」

れ
月
幻
自
・
目
隠

明
日
、
成
田
に
到
着
す
る
香
港

.
台
湾
・
北
京
の
学
者
た
ち
に
確

認
の
電
話
を
入
れ
る
。
静
岡
で
の

毘
際
会
議
が
楽
し
み
だ
。

「
私
に
は
趣
味
が
な
い
の
で
、
時
聞

が
あ
れ
ば
仕
事
か
家
事
を
し
て
い

ま
す
。
家
事
は
妻
と
分
担
で
や
り

ま
す
が
、
料
理
は
主
に
私
が
す
る
。

あ
え
て
得
意
料
理
を
あ
げ
る
な
ら

中
華
料
理
か
な
、
安
い
し
(
笑
)
。

今
、
関
心
が
あ
る
こ
と
は
歴
史

の
問
題
で
す
ね
。
『
教
科
書
が
教

え
な
か
っ
た
歴
史
』
と
か
『
新
。し

い
教
科
書
を
作
る
会
』
と
か
、
歴

史
論
争
の
成
り
行
き
に
注
目
し
て

い
ま
す
。
私
は
靖
国
神
社
問
題
の

決
着
方
法
に
つ
い
て
考
え
て
い
ま

す
。
靖
国
神
社
の
こ
と
を
考
え
る

の
っ
て
一
部
の
人
た
ち
だ
け
の
よ

う
に
思
え
る
け
ど
、
普
通
の
国
民

に
と
っ
て
も
大
事
な
こ
と
で
す
。

憲
法
と
靖
国
神
社
の
存
在
は
矛
盾

す
る
け
ど
、
調
和
さ
せ
な
い
と
ど

う
し
ょ
う
も
な
い
」

•••••• 

地
球
刊
周
分
を

運
転
す
る
と
い
う
。

趣
味
が
な
い
の
で
、

時
聞
か
あ
れ
ば
仕
事
か

家
亨
乞
し
て
い
ま
す

れ
月
幻
自
・
金
曜

大
学
院
で
言
説
編
成
の
授
業
。

夜
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
読
売

新
聞
の
会
議
に
参
加
。
立
岩
真
也

氏
が
生
命
倫
理
と
臓
器
移
殖
を
本

格
的
に
論
じ
た
『
私
的
所
有
論
』

を
書
評
す
る
。

「
安
室
さ
ん
に
つ
い
て
面
白
く
感

じ
た
こ
と
は
、
彼
女
が
自
分
に
似

」
合
う
髪
型
に
し
て
い
た
ら
、
ア
ム

は
ラ
ー
と
い
う
フ
ァ
ン
が
生
ま
れ
、

ほ
あ
る
年
齢
層
で
そ
う
い
う
ス
タ
イ

金司、特
ル
の
集
団
が
で
き
ち
ゃ
っ
た
こ

ま
と
。
彼
女
自
身
は
そ
う
い
う
つ
も

ほ
り
で
や
っ
て
た
わ
け
じ
ゃ
な
い
か

引
ら
髪
を
切
っ
た
。
そ
の
あ
た
り
か

邸
ら
、
私
は
私
の
道
を
行
く
と
い
う

制
意
志
的
な
感
じ
に
な
っ
て
き
た
。

今
そ
こ
に
今
回
の
結
婚
。
も
と
も
と

K

彼
女
は
彼
女
だ
っ
た
。
ア
ム
ラ
l

吋
が
真
似
し
て
却
歳
で
結
婚
す
る
と
!

帽
は
と
て
も
思
え
な
い
。
よ
り
下
の

灯
世
代
は
、
『
い
ζ
ら
ア
ム
ラ
ー
が

伝
頑
張
っ
て
も
ア
ム
ロ
に
は
な
れ
な

鳴
か
っ
た
ね
』
っ
て
思
っ
て
、
ア
ム

ラ
ー
に
な
る
の
は
や
め
よ
う
と
思

う
は
ず
。
冷
め
た
目
で
自
分
に
合

う
も
の
は
何
だ
ろ
う
と
考
え
る
か

も
し
れ
な
い
な
。
そ
れ
は
大
変
な

進
歩
だ
と
思
う
し

刊
月
包
日
・
土
曜

部
屋
の
片
付
け
。
急
ぎ
の
原
稿

数
本
を
書
き
上
げ
る
。
ワ
ー
プ
ロ

の
前
に
座
る
と
落
ち
着
く
。

「
昔
の
日
本
の
ド
ラ
マ
は
、
そ
う

い
う
こ
と
が
あ
れ
ば
い
い
な
、
で

も
本
当
な
ら
因
る
な
あ
と
い
う
後

ろ
め
た
い
願
望
の
投
影
な
ん
で
す
。

で
も
、
最
近
は
違
う
。
自
分
と
か
け

離
れ
た
世
界
の
こ
-と
を
の
ぞ
き
見

て
い
る
と
い
う
よ
り
、
自
分
の
現

状
を
追
認
し
て
い
る
要
素
が
あ
る
。

実
態
は
進
ん
で
い
る
け
ど
、
こ
れ

で
い
い
の
か
な
と
思
う
わ
け
で
す
。

す
る
と
誰
か
が
こ
れ
で
い
い
と
言

っ
て
く
れ
た
り
、
こ
れ
が
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
だ

f

と
も
て
は
や
し
て

く
れ
た
り
す
る
。
そ
れ
で
、
何
と
な

く
い
い
よ
う
な
気
が
し
て
落
ち
着

く
。
『
失
楽
園
』
み
た
い
な
の
が

(次回l立、タレント・渡辺美奈代さん〉 ー


